
 
 

 

 １０月５日（火）に、清水小学校１年生の授業参観がありました。幼稚園や保育所、子育

て支援課、教育委員会の職員が、１年生の子どもたちの学習の様子や先生の指導方法等につ

いて参観しました。コロナ禍で入学してから小学校生活が半年過ぎた子どもたちが、どのよ

うに成長してどんな力が身に付いてきているのか、学校の授業がどのように進められてい

るのかを知ることができました。先生の話を聞く子どもたちの姿、自分の考えを発表する姿、

ワークシートに書いている文字などから、「聞くこと」「話すこと」「書くこと」「考えること」

の基本的な力が身に付いてきていることを理解することができました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 十勝教育局伊藤道彦義務教育指導監の２回目の訪問があり、町内小・中学校の学校経営に

係る取り組みへの評価とともに、課題解決に向けての具体的な指導・助言をいただきました。 
また、全学年・学級の授業参観を通して、子どもたちの学びの姿や先生方の指導の在り方

等について、具体的なアドバイスをいただきました。今後の授業改善や生徒指導の強化に生

かしてほしいと思います。また、今取り組んでいかなければならない課題〈働き方改革や人

材育成〉について、計画的・継続的に進めていかなければならないことを確認しました。ま

ずは、普段の教職員の子どもとの関わりや指導の在り方の見直し、多角的・多面的な見方や

考え方を身に付けるなど、教師力を高めるよう実践することを期待しています。「当たり前

のことが当たり前にできる教職員」であってほしいと思います。（スーパーな教職員でなく

ていいいんです。） 

 
 
 
 

令和３年１０月２２日 

教育指導幹 山下 勇 

友達と考えを伝え合

うことで、考えに自信を

もつことができました。 

 大事な文を教

科書から見つけ、

書いていました。 
 
 

 先生の話を聞いて、一人

学習する子どもたち。 
 

御影小 ２年生 
「音楽の授業」 

御影中学校 １年生 
「技術の授業」 

清水中学校 ２年生 
「音楽の授業」 

清水小学校 ６年生 
「総合の授業」 


